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今年度は昨年度にひき続き､養殖貝実態調査 ･養殖数量調査 ･椎貝の採取および利用計画調査の三

項目について行った｡

1 養殖具実態調査

調 査 方 法

(1)調 査 時期--昭和57年 5月18日から24日までの5日間｡

(2)調 査 場 所･--陸奥湾内 (平舘村～脇野沢村)12漁業協同組合地先｡

(3)調査対象貝--昭和56年産貝 (半成貝)

(4)調査対象者 ･調査点 ･調査個体数-･-第 1表のとおり｡

(5) 調 査 内 容･･-･従来通り｡

第 1表 調査対象者 ･調査点 ･調査個体数

養殖方法丸 篭 パールネット 耳 吊 り

計調 査 対 象 者 (人)ー調 査 点 数 (点)調 査 個 体 数 (個) 23263,295 19285,739 619813,297 8115222,331

調 査 結 果湾内を5地夏に分けて､へい死率､異常貝出現率を52年度から春期調査の結果

と共に第 2表に示す｡へい死率､異常出現率は全湾平均でそれぞれ1.0%､1.9%と過去の調査結果

の中で最も低い値となり地区別平

均も同様に低かった｡各組合 ･支所ごとに養殖方法別の結果を第3表に示す｡調査点数を養殖方法

別にみると､上磯地区がパールネット〉丸篭､青森地区が耳吊り)丸篭≒パールネット､平内地区お

よび上北地区が耳吊り主体､下北地区が丸篭≒耳吊りであった｡全体で丸篭 :パールネット:耳吊りの

調査点の比率は1:1:3.5となり､昨年同期の結果 (1:2:2.5)に比べパールネットが減り耳吊りが増えた結果と



第 2表 春期養殖貝実態調査における半成貝のへい死率 ･異常貝出現率

調査年度 調 査対 象 貝 上 磯 地 区 青 森 地 区 平 内 地 区 上 北 地 区 下 北 地 区

全 湾 平 均へい死 異常 へい死 異常 へい死 異常 へい死 臭常

へい死 異常 へい死 異常(年産) %

% % % % % % % % % % %57 56 1.8 5.1 0.8

2.0 1.2 1.3 0.7 1.1 0.1 2.8 1.0 1.956 55 5.5 17.8 3.0 15.3 1.8 4.0 1.0 5.8 0.5 6.3 2.3

8.355 54 0.2 4.5 12.3 22.6 3.5 8.9 0.1 3.0 0

.3 2.3 2.4 6.654 53 0.8 5.9 1.2 12.0 1.5 3.0 4.

9 5.4 1.6 5r.6 1.7 5.653 52 12.0 23.0 4.0 14.0 6.0 1

3.0 0.2 3.0 5.0 13.0 6.0 14.652 51 32.0 85.0 77.0 90.0 32.0 65.0 43.0 99.0 58.0 58.0 48.0

74.3地 区別 内訳(漁 ′協) 平 舘 村蟹 田 町蓬 田 .村 後 潟青 森 市 平 内 町

野 辺 地 町横 浜 町 む つ 市川 内 町脇 野 沢 村なった｡組合支所別のへい死率と異常

貝出現率も地区別同様全湾的に低かった｡平均殻長､平均重量はそれぞれ7.2m､46.2タと

ほぼ咋年並みであった.養殖方法別では､平均殻長では差がないが平均重量では耳吊りが他の二者より

若干上回った｡地区別では､上北 ･下北地区がやや小型の傾向で､昨年と同じ結果となった｡収容密度は

､丸篭､パールネットでは昨年とほぼ同じであったが､耳吊りが昨年 (123個/逮)に比べ増えた｡第

1図に全湾の耳吊りの収容密度別出現頻度を示す｡全体に収容数が多く､中には260個/連という

ものもみられ､県の指導 (100個/連以内)を守っていたのは､全体の9.1%に過ぎなかった.耳吊りの1段

当りの吊り数は､2枚吊りがほとんどであったが､一部には2- 4枚吊りの組み合わせにより極め

て過密に収容している例もみられた｡次に､垂下連の間隔は､丸篭72m､パールネット47C臥 耳吊り66m

と､昨年秋の調査 (各78･52･71m)に比べさらに狭くなっており､施設当りの垂下連数が増え

る傾向にあった｡耳吊りについ七､施設 1m当りの垂下個数 〔収容数/連÷垂下間隔 (n)〕を比

べると､今回は206個/nで昨年秋の180個/7nより14%増加しており
､この
方法で 100個/n のものはわずかに2%に過ぎなかった.このように

全体的に垂下間隔が狭まり､しかも養殖比率の高い耳吊り



2 養殖数量調査 ･稚貝の採取および利用計画調査

調 査 方 法

(1)調 査 時 期･･-･昭和57年 5月

(2)調 査 内 容

養殖数量調査-- ･･_･･56年産貝と55年産貝の養殖業者全員の保有数量等 (5月1日現在)

採取利用計画調査-57年産貝の採取および利用計画数量等

調 査 結 果･

養殖数量調査の結果を第4表に､採取利用計画調査の結果を第 5表に示す｡

(1)56年産貝 (半成貝)

地まき用種苗は､19組合および支所において1,229人 (+1組合)が3億 3千万個を供出して放

流された｡これは昨秋の地まき用保有数量 (約 3億 7千万個)の約90%にあたり､各地区ともほぼ

計画通り実施された｡一方､西湾 ･東湾別にみるとそれぞれ約 7千万個､2億 6千万個となり､東

湾が全体の78%を占めたことになる｡また放流時期については､年内放流の地区が増えてきており

全体の3/4(昨年は1/2)であった｡

販売数量は他地区への放流用種苗として5千 2百万個､ミニボイル等の加工用として7千 4百万

個が販売された｡加工用としての椎貝生産は最近一部地区で増加の傾向がみられ､湾内の総量の面､

あるいは適正な漁場管理の面からも心配される事態である｡またこの加工用出荷を利用 して､表向

きは禁止されている県外への種苗販売がなされる恐れもある｡

養殖保有数量は3億 2千万個で､養殖業者 1人当りの保有数量は21万個であった｡養殖方法別に

みると丸篭11%､パールネット15%､耳吊り74%となり､昨年よりさらに耳吊りの割合が増えた

(昨年同期の耳吊り60%)｡耳吊りの比率の増加は､地まき貝と共に陸奥湾の母貝資源である篭義

殖を減らすことになっており､今後の採苗による稚貝確保に不安がもたれる｡事実､今年の天然採

苗は昭和48年以来の大不漁となり､これも母月数の減少による影響が考えられる｡産卵母貝育生の

面からも､現在のような耳吊り偏重､早期出荷の体制を改め､篭ものの比率を高めて翌年春まで出

荷を続けるようにすべきである｡

(2)55年産貝 (成 貝)

すでに大半が出荷され (椎貝販売 1億 4千万個､出荷 1万7千 トン)､保有数量は1千万個とわ

ずかであった｡

(3) 57年産貝 (椎 貝)

採苗業者数は1,932人+1組合 (脇野沢の組合自営)で､予定採取数の合計は約 8億 8千万個と

なり､1人当りの採取数は43万個 (脇野沢を除く)となった｡利用計画では､養殖用 3億 5千万個､

移出用 1億 1千万個､地まき用 4億 1千万個 (未定の2ヶ所を除く)となった｡
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第 3表 養殖貝実態調査結果 (56年産貝)

法項目 丸 篭 パ ー ル ネ ッ調 平 均 へい 異常貝 平均 平均 連の 調 平 均 ●

へい 異常貝 平均組合 査 収容数 苑率 出現率 殻長 重

量 間隔 査 収容数 死率 出現率 殻長支所 点 (個/段) (%)(%)

(a) (グ) (cm) 点 個/段)(%) (%) (cm)平 舘 村 4 12.016.5 00.8 013.4 7.58.0 48.559.9 7468

2 16.0 0 0 7.5蟹 田 町 0
8 28.3 1.1 7.3 7.2蓬

田 村 2 5 36.5 9.9 3.8 6.6後 潟 1 10.0 0 0

7.8 60.8 81 0∃【三日森市 奥 内 4 17.7 0.1 1.2 7.1 41.0 50

1 ll.8 7.4 07.6油 川 2 1

5.38.3 2.60ll.710 7.57.3 47.344.0 5570 1 9.4 01.0 6.8沖 舘 0 4 12.9 1.4 4.9 7.7原 別 1 1

10.0 0 0 7.2野 内久 栗 坂 105.1 06 6.3 36.0 8

0 1016.8 0.7 .2 6.8計 8 14.4 0.4 2.4

7.1 42.3 58 8 12.5 3.0 5.1 7.4平

内町 土 屋茂 浦 01 12.9 0 2 7.8 53.8 70 01 13.9 0
06.9浦 田東 田 沢小 湊情 水 川 0000 400013.2 0 07.4

計 1 12.9 0 2 7.8 53.8 70

5 13.4 0 0 7.3野 辺 地 町横 浜 町 01 ll.3



ト 耳 吊 り 全

体平均 連の 調 平 均ーへい 異常貝 平均 平均 連の 調 へい

異常貝 平均 平均 連の重量 間隔 査 収容数 死率 出現率 殻長

重量 間隔 査 宛率 出現率 頼長 重量 間隔(ダ) (CⅦ)点 (個/逮)(%) (%

) (a)(ダ) (a) 点 (%) (%) (cm)(グ) (a)44.

1 55 0142 0 2 7.5 49.8 55 6

01.1 7.5 47.0 68.37.4 36 0
8 1.1 7.3 7.2 37.4 3635.3 58 1
8 5.4 5.9 7.1 43.3 605 128.4 0.7 07.8

62.5 80 6 0.7 07.8 60.8 8148.0 40 3 117.3 1.1 2.1 7.5 49.9 60 8

0.8 1.2 7.3 45.2 5136.5 50 1

120113.5 .0.80.4 22.4 7.77.2 55.546.9 6075 4 1.2 7.4 7.4 46.6. 5556.0 49 0

4 1.4 4.9 7.7 56.0 4943.6 50 0 2 0

5.2 7.3 43.6 6037.5 40 04 24 0.60.4 2.6

2.4 6.67.2 36.846.9 607548.6 47 8 115.8

0.8 2.2 7.4 49.1 66 24 0.8 2.7 7.3 46.7 5736.0 50 6 121.3

0.6 1.4 7.5 55.1 53 6 0.6 1.4 7.5 55.1 53

7 158.6 1.6 3.1 7.8 59.0 69 9 1.5 3.0 7.7

55.9 6745.943.941.9 494947 6 186.3 1.1 0.6

7.9 62.9 48 10 0.9 0.5 7.7 56.1 4912 133.5 1.3 0.8 7.3 52.0 70 12 1.3 0.8 7.3 52.0 7

012 153.8 1.6 1.6 7.3 47.6 52 12 lL.6 1.

6 7.3 47.6 5212 146.8 1.1 1.4 6.9 41

.8 57 12 1.1 1.4 6.9 41.8 5755 148.5 1.3 1.3 7.3 51.2 59 61 1.2. 1.3 7.3 50.

7 58-12 128.0 0.5 0.6 7.0 40.7 79 12 0.5 0.6



第 4表 養殖数量調査結果 (昭和57年 5月1日現在)

項目組合支所 56 年 産 兵

地 ま き 供 出 販 売 済 (種苗 .加工)
現 在丸 篭 パ

ー ル ネ ッ ト人 数 数量 (万個) 時期 (年 .月) 人数 数量 (万個) 販 売 先 等 人数 数量 (

万個)人数 数量 (万個)平 舘 村 75 740 56.ll 14 1,681 車力 -194他 加 工 用 38 460 1 7蟹 田 町

66 2,986 車 力 33 224 79 1,402蓬 田 村 63 1.260 56.12 66 292 加 工 用 7 50 4

1 750後 潟 35 172 〟 18 30 一ケ 13 52.6 21 108.5育森

市 奥 内 22 26.3 57.4 65 362. 〟〟〟〟

〟〟〟〟 65 1,537 65 613油 川 31 1,745 514 72204.5 12 734示 舘青 森道 道原 別 88

19 215560439 56.12〟 57.3

ノク 56.12 101719 6221.2

204277 217 536.2野 内 30 600 31 683

24 108久栗坂 46 1,523 35 364 2 28計 137 3,363.3 199 3,718.2 75 1

,633.5 122 1,524.2平内町 土 屋 80 738 56.12 37 98 〟〟〟岩屋-22他 加 工 用加 工 用

471 19512 131041129 3339446137茂 浦浦 田東田沢小 湊滑水川 90132165 8961,320492 〟〟

〟 681167619 33142818657計 467 3,446

316 1,100 48 207 238 925野 辺 地 町 139 5,845.7 56.ll-12 94 782.5 加 工 用 ll

25.4 1 1.2横 浜 町 97 5,108

56.12 673 1,53223 野 牛加 工 用 22 1

06.2む つ 市 107 5,341 57.4 39 292 17 115.5田 名 部 5 380(蟹田より200) 56.12 2 13.5 11 10.5川 内 町 91 2,330

56.ll



55 年 産 貝

保 有 中 現 在 保 有 ■中

販 売 済耳 吊 り 計 管 耳 吊 り 計

推 具 出 荷 p人 数 数量 (万個)人 数 数量 (万個)

人数 数量 (万個)人 数 数量 (万個)2830 370402 39796135 4671.6261,1705由.1 1 1 1 1 7610 4,494

35 247957●18 119280441.2120.553 26

6 65 2,416 29 146 29 146 63 417 45 4002110 272056 16211726 83354040.7164 318 91.8 318 91.8 43131932 10.42.64.267.6256514 43131934

ll.53.41.116.46.110631ー 433 33 461 26

190 31 125.397 802 97 802 50 156.8

50 156.8 151 1,461.8 140 669.858 881

58 881 18 27 116 221 19 29 42 118

16 68188 1,860 90 2,055 7948 354191 89 1,627104 3,753 104 4,147 23 32

23 32 104 2,086116 2,665 116 3,126 35

62 47 83 86 1,362199 3,574 199 3,586 3 7 122 3

67 122 374 197 2,905203 3,965 203 4,002 162 3

43 162 343 203 3,583768 16,698 772 17,830 79 128 301 733 373 861 169 663

695 12,244128 2,206.9 129 2,232.3

6 5.5 15 20 6 5.5 121 541 123 740.490 2,192.5 94 2,299.9

51 800 92 1,200.

743 425.5 43 425.5 85 4,952.6 84 445.33 14.5 3 14.5 2 0.7 2 0.7 1



第 5表 椎貝の採取および利用計画調査結果

組 合 .支 所 採 取 計 画

刺採 苗老 数 採 苗 数万個 1 人 当採 苗 数 養 殖

者 数 養 殖

管 耳 吊 り人 万個

/人 人 万個 万個平 舘 村 70 1,500

21.4 70 1,500 627蟹 田 町

79 4,070 51.5 79 2,370

蓬 田 村 68 3,177 46.7 67 1,

075後 潟 45 1,375 30.6 45 225 450

二≡l三日森市 奥 内 66 2,200 33.

3 66 900 300油 川 31 4,650 150.0 5 10

0 40100沖 舘 14 40

0 28.6 14 100青 森 1 400 400.0 1 400

造 道 10 700 70.0 10 20原

別 18 800 44.4 18 36野 内 35

2,100 60.0 35 300久 栗 坂 47 1,5

50 33.0 33 50 660計 222

12,800 57.7 182 1,906 1,040辛

内町 土 屋 70 2,356 33.7 58 40

1,276茂 浦 90 2,886 32.0 90

180 2,070浦 田 104 3,000 28

.8 104 1,000 2,000東 田 沢 118 4,70

0 39.8 130 500 2,900小 湊 231

7,100 30.7 199 120 3,980活 水 川 200 5,700 28.5 203

.5,100計 813 ■25,736 31.7 784 1,840 17,326

野 辺 地 町 178 8,010 45.0 161 245 1,780横 浜 町 98 12,4

50 127.0 98 2,2057む

つ 市 1



用 計 画

用 移 出 用万個 地 ま

き 用計 同 一 人 当 数 量 放 流 時 期

放 流 面 積 密 度万個 万個/人 万個

守 .月 ha 個/ni1,5002,370 21.430.0 1,000450

700 57.ll 100 7.01,702 25.4

1,475 57.12〟 200 7.4675 15.0 250 94.6 2.6

1,200 18.2 1,000 未

定 57.12 73 7.0140 28.0 4,

00080 510100 7.1 300 未 定 24230 12.52.640020 4

00.02.0 未 定600 〟 57.1236 2.0 44 720 58.3 116 6.2

400 ll.4 1,100 600 〟 57.12

80 7.5650 19.7 600 300. 40 7.52,946 16

.2 6,824 3,030 563 5.41,316 22.7 180500 1,040 57

.12〟 57.12ノク〟 95 10.9

2,2503,0003,400 25.028.826.2 4501,300 40135

ll.39.64,100 20.6 2,500 353 7.1

5,100 25.1 600 75 8.019,166 24.4 680 5,890 698 8.

41,.780 ll.1 2,000 6,230 57.ll.-12 623 10.02,450

25.0 8,000 57.12 1,333 6.050 1.

3 7,000 58.4 1,007.5 6.914 2.0 20




